
 

厚木市請負工事等成績評定要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、厚木市が発注する請負工事及び委託業務（以下｢工事等｣と

いう。）の成績評定（以下｢評定｣という。）に必要な事項を定め、厳正かつ的

確な評定を実施し、もって工事等の契約の相手方（以下「受注者」という。）

の適正な選定及び指導育成等に資することを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条 評定の対象は、厚木市が発注する工事等で、１件の請負金額が500万円以

上（委託業務にあっては、300万円以上）のものとする。ただし、厚木市請負工

事検査規程（昭和55年厚木市訓令第６号。以下「規程」という。）第３条第１

項に規定する検査のうち、出来形検査、指定部分に係る完成検査、特殊性工事

等の評価が困難なもの及び評価する必要がないものを除く。 

（評定者） 

第３条 評定を行う者（以下｢評定者｣という。）は、次に掲げる者とする。 

(1) 工事等の担当課にあっては、厚木市請負工事監督規程（昭和55年厚木市訓

令第５号）第２条の規定により指名された監督員及び工事等の担当係長（以

下｢監督員等｣という。） 

(2) 検査担当課にあっては、規程第２条の規定により指名された検査員（以下

｢検査員｣という。） 

（評定の時期） 

第４条 評定は、監督員等にあっては工事等が完成したとき、検査員にあっては

完成検査を実施したときにそれぞれ行うものとする。 

（評定の実施） 

第５条 評定は、請負工事の土木工事にあっては工事成績採点表(土木工事)（第

１号様式）、建築工事、電気設備工事及び機械設備工事にあっては、工事成績

採点表（建築工事等）（第２号様式）、委託業務の工事監理業務にあっては委

託業務成績採点表（工事監理業務）（第３号様式）、設計業務にあっては、委

託業務成績採点表（設計業務）（第４号様式）、測量、地質調査にあっては、

委託業務成績採点表（測量業務等）（第５号様式）の各考査項目について、次

条から第９条までに定めるところにより行うものとする。 

２ １件の契約に土木工事、建築工事、電気設備工事及び機械設備工事が複数含

まれる場合は、主たる工事について評定を行うものとする。 

３ １件の契約で、監督員又は検査員が複数指名された場合は、評定者相互で協

議の上評定を行うものとする。 

４ 請負工事の評定の考査項目のうち、｢工事特性｣、｢創意工夫｣及び｢社会性等｣に

ついて、受注者が当該請負工事に係る実施状況を提出した場合には、当該実施

状況を考慮して評定するものとする。 

５ 手直し工事等に係る評定は、行わないものとする。 



 

（監督員が行う請負工事に係る評定の方法） 

第６条 監督員は、工事成績採点表の考査項目のうち、「施工体制」、「施工状

況」、「出来形及び出来栄え」及び「創意工夫」について、別に定める工事成

績採点の考査項目の考査項目別運用表（次条及び第８条において「考査項目別

運用表」という。）により評定を行うものとする。 

（工事担当係長が行う請負工事に係る評定の方法） 

第７条 工事担当係長は、工事成績採点表の考査項目のうち、「施工状況」、

「工事特性」、「社会性等」及び「法令遵守等」について、考査項目別運用表

により評定を行い、「総合評価技術提案」についても履行確認を行うものとす

る。 

（検査員の請負工事に係る評定の方法） 

第８条 検査員は、工事成績採点表の考査項目のうち、「施工状況」及び「出来

形及び出来栄え」について、考査項目別運用表により評定を行うものとする。 

２ １件の契約に複数の工種が含まれる場合は、主たる工種について評定を行う

ものとする。 

（委託業務に係る評定の方法） 

第９条 監督員等及び検査員は、委託業務成績採点表の考査項目のうち、「業務

の実施計画段階」、「業務の遂行計画」及び「業務の成果品」について、別に

定める委託業務成績採点の考査項目の考査項目別運用表により評定を行うもの

とする。 

（評定点の算定方法） 

第10条 評定者が、考査項目（「法令遵守等」を除く。）ごとに加減点を算出し、

その合計を基準点65点（委託業務にあっては、60点）に加えたものを当該評定

者の評定点とする。 

２  評定点の合計は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める点数（１

点未満の端数があるときは、これを四捨五入して得た点数）とする。 

(1) 請負工事  各評定者に係る前項の評定点に工事成績採点表に示す各評定者

の配分率を乗じて得た点数の合計から、「法令遵守等」の点数を減じて得た

点数 

(2) 委託業務  各評定者に係る前項の評定点に委託業務成績採点表に示す各評

定者の配分率を乗じて得た点数の合計 

（評定結果の提出） 

第11条 監督員等は、評定を行ったときは、その結果を記載した工事成績採点表

又は委託業務成績採点表（以下「工事成績採点表等」という。）を工事等の担

当課長に提出しなければならない。 

２ 工事等の担当課長は、検査担当課に検査を依頼するときは、前項の規定により

提出された工事成績採点表等を検査員に提出しなければならない。 

３ 検査員は、評定を行ったときは、その結果を記載した工事成績採点表等を検査

担当課長に提出しなければならない。 



 

４ 検査担当課長は、工事等の担当課長に対し、その行った評定の内容について説

明を求めることができる。 

（評定結果等の通知） 

第12条 検査担当課長は、完成検査調書等により、評定結果を契約担当課長及び

工事等の担当課長に報告しなければならない。 

２  工事等の担当課長は、前項の規定による報告を受けたときは、評定結果及び

総合評価の区分（別表。次条第２項において「総合評価」という。）を当該契

約者に通知しなければならない。 

（評定の修正） 

第13条 工事等の担当課長は、前条第２項の規定による通知をした後、評定結果

を修正する必要があると認めるときは、検査担当課長と協議の上、修正しなけ

ればならない。 

２ 工事等の担当課長は、前項の規定による修正を行ったときは、遅滞なくその修

正した評定結果（修正により総合評価が変わる場合は、その評定結果及び総合

評価）を当該契約者に通知しなければならない。 

（説明請求等） 

第14条 第12条第２項又は前条第２項による通知を受けた者は、通知を受けた日

から起算して14日以内に、検査担当課長及び工事等の担当課長に対して、書面

により評定の内容について説明を求めることができる。 

２ 検査担当課長及び工事等の担当課長は、前項による説明を求められたときは、

速やかに書面により回答しなければならない。 

（請負工事の評定結果の公表） 

第15条 請負工事の評定結果のうち、工事名、請負者名、請負金額及び評定点の

合計については、月ごとに取りまとめ、速やかに公表するものとする。 

２  前項の規定による公表は、市役所市政情報コーナーにおいて行い、その期間

は、検査を実施した年度の翌年度の末日までとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行し、同日以後に成績評定を行う工

事等について適用する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行し、同日以後に成績評定を行う工

事等について適用する。 

 

 



 

別表（第12条、第13条関係） 

(1) 請負工事に係る総合評価の区分 

評定点の合計 総合評価の区分 

８０点以上 Ａ（他の模範となる優秀な工事） 

７５点以上８０点未満 Ｂ（標準的な工事の中で優秀なもの） 

６５点以上７５点未満 Ｃ（標準的な工事） 

５５点以上６５点未満 Ｄ（今後改善すべき事項がある工事） 

５０点以上５５点未満 Ｅ（改善すべき事項が多い工事） 

５０点未満 Ｆ（改善すべき事項が著しく多い工事） 

 

(2) 委託業務に係る総合評価の区分 

評定点の合計 総合評価の区分 

 

８０点以上 
Ａ（契約内容及び指示事項どおりに完成し、成果品の

出来栄えが極めて優秀なもの） 

７０点以上８０点未満 
Ｂ（契約内容及び指示事項どおりに完成し、成果品の

出来栄えが良好なもの） 

６０点以上７０点未満 
Ｃ（契約内容及び指示事項どおりに完成し、成果品の

出来栄えが標準的なもの） 

５０点以上６０点未満 
Ｄ（契約内容及び指示事項は概ね完成しているが、手

直しが一部あるもの） 

５０点未満 
Ｅ（契約内容及び指示事項どおりに完成しておらず、

成果品の出来栄えも劣り手直しが著しく多いもの） 
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